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パリ協定の目的は
地球の平均気温上昇を２℃～1.5℃に抑えること

２～1.5℃って
どうやって
決めたの？
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こんな地球温暖化の予測図を
見たことはありますか？

出典: IPCC. 2023. AR6 Synthesis Report. 
Figure SPM2. https://www.ipcc.ch/report/ar6/syr/figures/figure-spm-2

IPCCが第６次評価報告書（2023)で作成した

1850～1900年を基準とした
地球温暖化レベルが

1.5℃、2℃、3℃、および4℃の場合における
年最高気温、年平均土壌水分、

および年最大1日降水量の変化の予測
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出典: IPCC. 2021. AR6. WGI. Figure SPM.4
Climate Change 2021: The Physical Science Basis. Contribution of Working Group I to the Sixth Assessment Report of the Intergovernmental Panel on Climate Change
https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-4/

世界のGHG排出量の将来予測：５つのシナリオ

Reference: 環境省 IPCC第6次評価報告書の概要

パリ協定の目標達成には
最善(SSP1)のシナリオが必要

https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-4/
https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-4/
https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-4/
https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-4/
https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-4/
https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-4/
https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-4/
https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-4/
https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/figures/summary-for-policymakers/figure-spm-4/
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気候変動の科学・社会経済的知見を
中立的に評価する政府間組織

The Intergovernmental Panel on Climate Change (IPCC)

世界気象機関 国連環境計画

自然科学的根拠
影響、適応、脆弱性 緩和

IGESからの執筆者
第２作業部会：大田、第3作業部会：ザスマン、亀井

出典（図）：IPCC-HP
https://www.ipcc.ch/about/structure/

温室効果ガス目録タスクフォース
共同議長・技術支援ユニットはIGESが担う

国連気候変動枠組条約
（UNFCCC)

パリ協定の科学的根拠

政策立案者の
判断材料

気候変動に関する政府間パネル
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スイス・ジュネーブのWMO内にあるIPCC本部
世界気象機関

（写真：The Geneva Environment Network HP）

1998年、世界気象機関（WMO: World 
Meteorological Organization）と国連環境計画
（UNEP: United Nations Envirnoment
Programme）により創立

現在、日本を含む195カ国が加盟
（２０２６年、米国トランプ政権はIPCCから脱退）

IPCCの報告書の政策決定者向け要約は
（SPM：Summary for Policy Makers）
加盟国の承認が必要

各プロセス毎に、ワーキンググループ毎に共同議長
（Co-Chair）と技術支援ユニット（TSU: Technical 
Support Unit）を設置（TSUは共同議長の国に設置）

執筆者は政府推薦などを経て、IPCCが選考する。本職
を持ちつつ、リモートとプロセス中４回程度の対面会議
で作業を進める。各自政府やIPCC(途上国の場合）か
ら旅費支援はあるが、執筆自体はボランティア。
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2007年、IPCCは「ノーベル平和賞」を受賞

（出典: Nobel Prize HP. https://www.nobelprize.org/prizes/peace/2007/ipcc/facts/）

「人為的な気候変動に関する知識の蓄積と普及、
およびその変動に対処するために必要な対策の基盤構築に向けた尽力に対して」が授賞理由

（当時）第３代IPCCパチャウリ議長と元米国副大統領アル・ゴア
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（出典：IPCC作成の第7次評価報告書の広報資料. 2026.5）

IPCCの役割
人為的な気候変動のリスクに関する科学的根拠、その潜在的な影響、ならびに適応および緩和の

選択肢を理解する上で重要な科学的、技術的、および社会経済的な情報を
包括的、客観的、かつ開かれた透明性のある形で評価すること

強固な根拠

トレーサビリティ
政策に関連するが
政策を規範するも

のではない

複数の視点や
見解を網羅的

にカバーインクルーシブで
互いに尊重し合う

仕事環境



9出典：IPCC-HP. https://www.ipcc.ch/reports/

5年程度のサイクルで、気候変動の評価報告書を策定
Assessment Report (AR)

第1次評価報告書
（AR1）

1995

第2次評価報告書
（AR2）

第3次評価報告書
（AR3）

2001

第4次評価報告書
（AR4）

2007 2014

第5次評価報告書
（AR5）

2022

第6次評価報告書
（AR6）

現在
第７次評価報告書

（AR7) 
作成中 

2028

201８

1.5℃
特別報告書

２０２１

COP26
1.5℃目標に合意

気候変動枠組条約
採択

1992 ２０１５

パリ協定
採択

1997

京都議定書
採択 UNFCCC交渉プロセスへ影響

1990

人間活動が及ぼす温暖化への影響についてのIPCC評価

気象上昇を生じ
させるだろう

影響が全地球の気
候に表れている

可能性が高い
（６６%以上）

可能性が
非常に高い
（90%以上）

可能性が
極めて高い
（95%以上）

疑う余地がない
（95%以上）
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第６次サイクル
統合報告書

Synthesis Report
（２０２3）

ワーキンググループ１

自然科学的根拠
（2021）

ワーキンググループ２

 影響、適応、脆弱性
（２０２２）

ワーキンググループ３

緩和
（2022）

第６次評価報告書 Assessment Report （AR6）

各サイクルの集大成として、評価報告書と特別報告書が統合報告書に

出典：IPCC-HP. https://www.ipcc.ch/reports/

特別報告
Special
Report

1.5℃
特別報告書

（201８）

海洋・雪氷圏
特別報告書

（2019）

土地
特別報告書

（2019）
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進行中のIPCC第7次評価報告書（AR７）

ワーキンググループ２（WG2：影響・適応・脆弱性）を中心に紹介



12（出典：IPCC. 第7次評価報告書の概要広報資料. 2026.5）

WG2・第7次サイクル全体の工程・アウトプット

共同議長
ビュロー選出

第７次サイクルの
作業計画決定

都市
特別報告書

方法論
報告書

CO2回収・活用・貯留
方法論

第７次評価報告書

影響・適応の評価
技術ガイドライン 統合報告書
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ワーキンググループ２のビューロー（幹部）

異なる地域から選出された議長団
（Vice-Chairs）↓

共同議長
（Co-Chairs）



IPCC第62回総会(2025)で合意された
第６章（ファイナンス）のアウトライン

出典: IPCC. HP. Decision on outline of AR7
https://www.ipcc.ch/site/assets/uploads/2025/03/Decision-8-Working-Group-Outlines.pdf 

IPCC総会（政府出席）で、報告書の大まかなアウトラインは合意される

写真：IPCC. 第６２回総会. ２０２５年2月. 中国
https://www.ipcc.ch/event/ipcc-62/

2027年のIPCC総会は日本で開催予定
（場所、日程は未定）
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ワーキンググループ２： 影響、適応、脆弱性
Impacts, Adaptation and Vulnerability

WG2 共同議長

テクニカル・サポート・ユニット （TSU)
（事務局機能：計15名のスタッフ）

シンガポール経営大学内デルタレス研究所内
（オランダの研究機関）

写真：IPCC. 2025.12. 第１回執筆者会議（LAM1）フランス・パリ
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WG2（影響、適応、脆弱性）

第7次評価報告書の構成

Regional Chapters

7 Africa 

8 Asia 

9 Australasia 

10 Central & South America 

11 Europe 

12 North America 

13 Small Islands 

Thematic Chapters

14 Terrestrial, freshwater and 
cryospheric biodiversity, 
ecosystems and their services 

15 Ocean, coastal and cryospheric
biodiversity, ecosystems and 
their services 

16 Water 

17 Agriculture, food, forestry, fibre
and fisheries 

18 Adaptation of human 
settlements, infrastructure and 
industry systems 

19 Health and well-being 

20 Poverty, livelihoods, mobility and 
fragility 

Global Chapters

1 Point of departure, framing and 
key concepts 

2 Vulnerabilities, impacts and risks 

3 Current adaptation progress, 
effectiveness and adequacy 

4 Adaptation options and 
conditions for accelerating action 

5 Responses to losses and 
damages 

6 Finance ←大田が執筆者
WG2では初のチャプター

（出典：IPCC作成の第7次評価報告書の広報資料. 2026.5）



WG２・第６章（ファイナンス）の主執筆者

（出典：IPCC. Search Authors Webpage. https://apps.ipcc.ch/report/authors/）

Lead Author (LA)

• 主執筆者（11名） ←大田はこのひとり
• チャプターサイエンティスト（２名）
• レビューエディター（２名）

適応・損失と損害、レジリエンス文脈での
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日本からの執筆者およびサイエンティスト

エリック・ザスマン
WG3 第 11章

輸送および移動サービス

亀井 未穂
WG3 第12章

建物および人間居住

写真：第１回執筆者会議（LAM1）フランス・パリ. 2025.12. 
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AR7：日本からの貢献者

WG１（自然科学）

WG２（影響、適応、脆弱性）

WG３（緩和）

章 役割 所属 氏名（敬称略）

RE 国立環境研究所（NIES） 木本 昌秀

１ RE 東京大学
未来ビジョン研究センター

江守 正多

2 LA 東京大学 大気海洋研究所 渡部 雅浩

4 LA 東京大学 伊藤 昭彦

4 LA 気象庁気象研究所 大島 長

9 CLA 海洋研究開発機構
（JAMSTEC）

立入 郁

９ LA 筑波大学 メルニコワ

９ RE JAMSTEC
東北大学

河宮 未知生

TG Data 宇宙航空研究開発機構
（JAXA）

沖 理子

[CLA] Coordinating Lead Author
[LA]   Lead Author
[RE]   Review Editor
[CS]   Chapter Scientist

役
割

章 役割 所属 氏名（敬称略）

１ CLA 東京大学大学院 沖 大幹

２ LA 国立環境研究所（NIES） 朝山 慎一郎

３ LA 東京都市大学 馬場 健司

6 LA 地球環境戦略研究機関（IGES) 大田 純子

８ CLA 農業・食品産業技術総合研究機構 長谷川 利拡

８ LA 京都大学 防災研究所 山本エバ

１６ LA 国立環境研究所（NIES） 花崎 直太

１７ LA 農業・食品産業技術総合研究機構 飯泉 仁之直

章 役割 所属 氏名（敬称略）

2 LA フランス気候環境科学研究所、
NIES

田中 克政

３ LA 立命館大学 長谷川 知子

４ LA 京都大学 藤森 真一郎

７ LA 慶応義塾大学 森田 香菜子

８ LA 地球環境産業技術研究機構 秋元 圭吾

９ LA 国立環境研究所（NIES） S.ディエゴ

１０ LA アセットマネジメントOne（株） 田中 加奈子

１１ LA 地球環境戦略研究機関（IGES) E. ザスマン

１2 LA 地球環境戦略研究機関（IGES) 亀井 未穂

12 LA シンガポール工科大学 村上 迅

１５ CLA 東京大学 杉山 昌広

役割 所属 氏名（敬称略）

LA （株）IHI 技監 飯泉 仁之直

RE 地球環境戦略研究機関（IGES) 田辺 清人

SLCF（短寿命気候強制因子）インベントリー・タスクフォース

役割 所属 氏名（敬称略）

共同
議長

地球環境戦略研究機関（IGES) 榎 剛史

都市特別報告書

章 役割 所属 氏名（敬称略）

２ LA 東京大学大学院 橋爪 真弘

５ LA 海洋研究開発機構（JAMSTEC） 伊東 瑠衣

５ LA 森林総合研究所 エストケ R.C.

５ LA 慶応義塾大学大学院 S. ラジブ

（出典：IPCC Author Search. https://apps.ipcc.ch/report/authors/)
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ＷＧ２・第7次サイクルにおける作業工程
4回の対面会議（ＬＡＭ: Lead Authors Meeting）と2回のドラフト

2028

現
在

登録制により
ドラフトを閲覧・
コメントできる

登録制により
ドラフトを閲覧・
コメントできる

IPCC総会
政府承認

第１ドラフト
(FOD)

専門家レビュー
(2026.秋)

ゼロ・ドラフト
(ZOD)

IPCC内部
コメント

2026.3-4

第1回執筆者会議
（LAM1）

IPCC初の
3つのWG合同開催

フランス・パリ
２０２５．１２

第2回執筆者会議
（LAM2）

バハマ
2026.5

第３回執筆者会議
（LAM3）

グアテマラ
2027.1

第４回執筆者会議
（LAM４）

場所未定

例年、数千～万件のコメントがあり、全てに何らかの対応を取ることになっている

2025 2026 2027

最終ドラフト
政策決定者向け

要約
（SPM)

第２ドラフト
(SOD)

政府＆専門家
レビュー
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IPCC初の３つの作業部会合同の第１回執筆者会議

第７次サイクルは 統合 Integration が強調され
３つのワーキンググループから、600名を超える執筆者や科学者がパリに集まった

写真：IPCC. AR7 第1回執筆者会議（LAM1） 2025年12月 フランス・パリ

(LAM1) 1st Lead Authors Meeting 
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パリ協定採択(2015)から10周年にあたり
フランス政府主催のレセプション等も開催された

IPCC議長のジム・スキー（Jim Skea：英国）氏と歴史的なブルボン宮殿内で開催された

写真：大田. LAM1. フランス政府主催レセプション 2025年12月 パリ
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執筆者会議は、ダイバーシティ（GDEI）研修から始まった
Gender, Diversity, Equity, and Inclusivity

出典：IPCC-AR7 第1回執筆者会議でのGDEI研修スライドから抜粋 2025.12（転用不可）

研修のメッセージ

多様・異質 単一・同質
「Heterogeneous」な集団は、「Homogeneous」な集団より、より有効な成果を出せる
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IPCC-WG2のビジョン

1. 文脈にそった確固たる証拠

2. 現実性の確認（リアリティ・チェック）

3. 複数の視点

4. マルチスケールな行動を喚起、可能にする

いろいろな行動カードが、どのビジョンに該当するか
理解を深めるワークショップも開催された

出典：IPCC-AR7 第1回執筆者会議でのワーク資料から抜粋 2025.12（転用不可）
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ワーキンググループや章の垣根を超えたセッションが多数開催

大田はアトラス（地図）の担当でもある Break Out Group for Atlas

第7次サイクルでは
WG2「初」の

インタアクティブ・アトラスを
作成する

（これまではWG1科学のみ）

サイクル中ほとんどは、リモート作業・オンラインなので、対面ならではのインタアクティブ企画

出典：IPCC-AR7ーLAM1ワーク資料から抜粋 2025.12（転用不可）

クイズ形式のワークショップ
どれがIPCC的には正しい書き方か？
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WG2 第２回執筆者会議（LAM2)
バハマ ２０２６年５月

出典：IPCC. ドローンで撮影（転用不可）

バハマ

人口約40万人
首都：ナッソー

スペイン・イギリス領を経て
1971年に独立した
カリブ海の島国

観光業が主な産業

出典：外務省HP

小島嶼国（SIDS）は
気候変動の悪影響を受ける脆弱国として

適応策が急務となっている
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近年、IPCCを取り巻く環境は大きく変化

AIの発達
気候変動の影響

の加速

文献の増大・
媒体の多様化

伝統的知識
の見直し

サブトピックの
増大

紙媒体の減退

気候正義・
公正性

政策の実効性
への疑問

複雑な関係性
リンケージ

適応と
損害と損害の境界

1.5℃
オーバシュート
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IPCCにおける新しいイシュー

（出典：IPCC作成の第7次評価報告書の広報資料. 2026.5）

学術から実務にわたる
包括的なトピック

ローカルとグローバル
のリンク

公平性と正義
に配慮した影響評価

Equity & Justice

地域・物理・社会経済的な
特性に基づいた
分かりやすい

ナビゲーション構造

現実との照合
（リアリティ・チェック）を
伴う行動志向の評価

（短期と長期、適応と災害リスク削減、気候変
動とSDGs、促進要因と障壁の関連付け）
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IPCCは大きな転換期にある

科学的知見の客観的な評価

これまで

行動へつながる評価
（行動を後押するメッセージ形成、ナラティブ重視

Policy relevance、Action-oriented）

第7次サイクル（影響、適応、脆弱性）に加えらた新しい視点

被害予測
このままだと「何が起こるか」

Hazard、Exposure、Vulnerability

人間社会の対応能力
「何ができるか・何を変えるべきか」
適応の実現可能性・実行性を評価
「何か機能し・何が機能しないか」

査読付き学術論文
査読無し報告書（国連、OECDのレポート等）

先住民(Indigenous people)や地域(Local)
実務者の知見（Practitioners)も文献対象

単独分野のスコープでの評価

複合的・連鎖的リスク（Cascading risks)
水、食料、健康、生態系、社会経済システムを

横断するリスクの連鎖を評価



IPCCワーキンググループ２(影響、適応、脆弱性）の最新情報を受け取りたい方は
下記から登録できます

ご清聴ありがとうございました！

SNS メーリングリスト
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